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１　事業所の概要

〇

２　温室効果ガスの排出状況等

2019 年度 t-CO2

t-CO2

％ 3.06 ％

t-CO2

％ 1.38 ％

t-CO2

％ 8.60 ％

t-CO2

％ ％

３　温室効果ガスの排出抑制に関する取組

92 ％ 96 ％

83 ％

88 ％

％

事業者温室効果ガス削減報告書概要（第一計画期間）　  第 2 年度分

事 業 者 の 名 称 宮城刑務所

事 業 所 の 名 称 宮城刑務所

目標年度

事 業 所 の 所 在 地 宮城県仙台市若林区古城２－３－１

主 た る 事 業 国家公務

事業者の該当要件

条例第2条第5号イに該当する特定事業者

条例第2条第5号ロに該当する特定事業者

条例第2条第5号ハに該当する特定事業者

条例第15条第1項に該当する一般事業者

年度
目標排出量 3,019 目標原単位 0.0642

削減率 3.01 削減率

温 室 効 果 ガ ス
排 出 抑 制 の
た め の 基 本 方 針

1.環境保全活動を定期的に見直し，継続的に改善に努めます。
2.環境保全に関する法規制を遵守します。

温 室 効 果 ガ ス の
削 減 目 標

基準年度 基準排出量 3,113 基準原単位 0.06623

目標年度 2022

排出量等の
増減理由

　収容定員が減少したことで，各生産工場の稼働率低下や自営作業での衣
食住（食事・洗濯・入浴）量が減少した。増加としては，熱中症対策によるエ
アコンの増設，新型コロナ対策に伴う外気取入れ（換気量）増加による空調
及び換気エネルギーが増加した。収支としては，削減されている結果ではあ
るが，収容定員の変動及び収容者への人権保護に対する施設運営方針に
より変動する。

温 室 効 果 ガ ス の
排 出 状 況

第１年度 2020 年度
排出量 3,070

第２年度 2021 年度
排出量 3,577 排出原単位 0.06053

削減率 -14.91 削減率

排出原単位 0.06531

削減率 1.38 削減率

排出量等の
増減理由

基本対策の実施状
況

基準年度

第１年度

排出量等の
増減理由

　仙台拘置支所にてエアコン32台の省エネ機器が新設され、また令和3年９
月から北収容棟新営に伴い、太陽光発電100kwが稼働したことで再生エネ
ルギーの利用が向上したと共に、エネルギー利用の主体が都市ガス化と
なったことから8.6％の削減ができた。

第３年度 2022 年度
排出量 排出原単位

削減率

実施状況の
説明等

記載したとおり概ね実施できている。

第２年度
実施状況の

説明等
記載のとおり概ね実施している。

第３年度
実施状況の

説明等

削減率

（事業所等用）
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実施済

そ の 他 の 対 策 の
実 施 状 況

項目 具体的な取組内容 実施状況

選 択 対 策 の
実 施 状 況

項目 実施状況

外部機関による省エネ診断 実施済

ボイラーの運転効率管理 実施済

熱源設備 冷却水の水質管理 実施済

エコドライブ教育実施

（事業所等用）


